
蓬
莱
町
界
隈

（そ
の
四
十
二
）

天
下
ま
つ
り
と
根
津
権
現

（
二
）
林

　

順

信

目
一　
何
度
も
延
期
さ
れ
た
根
津
権
現

（
ハ
チ
）
第
二
次
大
戦
中
に
根
津
権
現
は
、
拝
殿
の
一

部
が
惜
し
く
も
焼
け
た
と
き
、
大
き
な
奉
納
額
も
鳥
有

に
帰
し
た
と
か
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
…

（冊
居
）
そ
う
だ
つ
た
ね
．
幕
末
の
有
名
な
浮
世
絵
師

の
池
田
薬
泉

（渓
斉
英
泉
と
も
い
う
が
）
と
い
う
人
が
、

根
津
権
現
の
正
徳
四
年

（
一
七

一
四
）
の
天
下
ま
つ
り

の
山
草
の
光
景
を
大
き
な
額
に
精
い
て
奉
納
し
て
あ
っ

た
。
こ
れ
は
天
地
五
尺
、
左
右
十
四
尺
と
い
う
で
っ
か

い
額
だ
っ
た
ね
．
第
三
番
の
山
車
で
将
棋
盤
に
蓬
莱
の

山
車
を
ひ
く
若
衆
の
男
み
肌
が
描
か
れ
て
い
た
．

（ク
マ
公
）
こ
れ
は
工
統
の
天
下
ま
つ
り
が
余
り
素
晴

ら
し
い
の
で
、
後
年
、
保
存
版
と
し
て
絵
師
が
描
い
て

残
そ
う
と
考
え
た
ん
だ
ね
。
そ
れ
か
ら
現
在
売
ら
れ
て

い
る
絵
番
付
も
、
天
保
十

一
年

（
一
人
四
〇
年
）
に
木

版
刷
り
と
し
て
き
の
ま
ん
ま
を
再
現
し
て
ま
す
ね
．

あ
れ
を
見
る
と
、
根
津
権
現
祭
の
大
行
列
が
ど
れ
は
ど

盛
大
だ
つ
た
か
が
、
よ
く
わ
か
ヽ
ま
さ
あ
．

（隠
居
）
と
こ
ろ
で
根
津
権
現
基
小は
、
一
一度
も
三
度
も

延
期
さ
れ
た
ん
だ
よ
。
三
度
あ
る
こ
と
は
三
度
あ
る
っ

て
不ヽ
．

（ク
マ
公
）
正
徳
ま
つ
「
３
を
御
上
覧
に
な

っ
た
の
は
家

宣
で
は
な
く
、
幼
年
の
七
代
家
継
将
軍
だ

つ
た
と
い
う

け
ど
‥
．

（隠
居
）
現
在
わ
れ
わ
れ
の
眺
め
て
い
る
隋
身
門
が
完

成
し
た
宝
永
三
年

（
一
ｔ
〇
六
）
に
、
本
来
は
人
祭
を

行
う
は
ず
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
は
五
代
網
吉
の
生
け
桂

昌
院
の
喪
に
服
し
て
い
た
の
で
、
造
営
の
大
祭
は
出
来

な
か
っ
た
．

次
い
で
宝
永
大
年
二
月
、
綱
吉
が
莞
じ
た
の
で
、
ま

た
大
祭
執
行
の
機
を
失

っ
た
ん
だ
。

さ
て
六
代
家
宣
は
正
徳
二
年

（
´
七

一
二
）
に
な
っ

て
、
天
下
ま
つ
り
の
格
式
で
人
撃
↑
●
●
つ
べ
く
、
準
備

菅
”
し
て
い
た
の
に
、
家
宣
自
ら
が
亡
く
な
る
と
う
こ

と
で
、
根
津
権
現
の
大
祭
は
ま
た
ま
た
延
期
と
な

っ
て

し
ま
っ
た
ん
だ
よ
。

（
ハ
チ
）
ヘ
エ
ー
、
三
度
日
の
正
直
と
い
つヽ
こ
と
に
は

な
ん
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
え
。

（隠
こ

そ
こ
で
だ
。
江
戸
市
一民
が
根
津
権
現
祭
を
ま

さ
に
鶴
首
し
て
待
ち
の
ぞ
ん
で
い
た
ん
で
、
お
上
の

苦贅
府
で
は
、
正
徳
二
年

（
一
人

一
三
）
令
を
下
し
て
、

山
王
権
現
祭
　
　
　
巳
年

（正
徳
三
年
）

根
津
権
現
祭
　
　
　
午
年

（正
徳
四
年
）

神
日
明
神
祭
　
来
年

（正
徳
五
年
）

の
順
番
に
天
下
ま
つ
ｂ
メ■
●
２
」と
を
定
め
た
ん

だ
よ
。
そ
し
て
準
備
を
開
始
し
た
。

（ク
マ
公
）
こ
れ
こ
そ
が
本
当
の
江
戸
の
三
大
ま
つ

り
と
い
う
こ
と
で
す
ね
．

（隠
し

正
徳
四
年
九
月
二
十
日
に
、
根
津
権
現
の

造
営
か
ら
八
年
も
た
っ
て
、
や
つ
と
根
津
権
現
祭
を

お
こ
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。
だ
が
今
度
は
天
気
が
わ

る
く
、
翌
二
十
一
日
も
雨
ふ
り
の
つ
づ
く
気
配
だ
つ

た
の
で
、
二
十
二
日
に
思
い
切
っ
て
延
ば
し
た
。

（
ハ
チ
）
九
月
二
十
二
月
は
、
や
つ
と
天
下
は
れ
て

の
根
津
権
現
祭
が
行
わ
れ
た
ん
で
す
ね
．

日

先
爵
種
後
の
天
下
ま
つ
り

（隠
居
）
江
戸
中
を
沸
か
せ
た
根
津
権
現
祭
は
、
根

津
権
現
の
氏
子
町
内
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
江
戸
じ

ゅ
う
か
ら
も
山
車
が
繰
り
出
し
て
、
番
付
は
実
に
五

十
本
と
い
う
今
ま
で
に
な
い
最
も
多
い
大
祭
と
な
っ

た
。（ハ
チ
）
こ
れ
は
ス
ゲ
エ
、
山
王
様
が
四
十
五
番
、

明
神
様
が
三
十
六
番
だ
っ
た
か
ら
、
五
十
番
ま
で
あ



る
大
行
列
は
見
ご
た
え
が
あ
つ
た
で
し
ま
つ
ね
工
．

（ク
マ
公
）
そ
う
だ
ね
工
、
オ
レ
も
実
際
に
み
ら
れ
た

ら
な
あ
‥
と
口
や
つ
よ
。

（隠
居
）
当
時
の
は
や
り
唄
が
残

つ
て
て
ね
。

「宝
永
ま
つ
り
は
見
事
な
こ
と
よ
。
誰
も
見
に
ゆ
け
、

行
な
ば
い
ざ
、
老
一後
の
思
ひ
出
も
足

（タ
ル
）
な
む
め

り
、
だ
ん
だ
ん
け
い
ご
を
ひ
き

つ
れ
ひ
き
つ
れ
、
よ
る

な
さ
は
る
な
か
た
よ
り
ゆ
け
塗

笠
卸
■
に
持
て
し
ど
け

の
な
い
の
か
サ
ン
サ
見
事

へ
」

（
ハ
チ
）
大
祭
の
と
き
、
宮
神
興
は
ど
こ
に
位
置
し
て

練
り
歩
い
た
ん
で
す
か
―
．

（隠
居
）
神
社
の
神
様
が
お
乗
り
に
な
る
か
ら
御
神
興

と
書
い
て

「し
ん
よ
」
と
か

「お
み
こ
し
」
と
か
呼
ん

で
い
て
、
大
祭
の
と
き
は
、
山
王
様
は
行
列
の
し
ん
が

り
か
ら
一渡
御
さ
れ
る
が
、
神
田
で
は
第
十

一
番
の
次
に

入
っ
た
こ
と
が
あ
つ
た
け
ど
、
山
車
の
通
行
が
遅
れ
る

と
、
御
神
興
も
同
時
に
遅
れ
る
の
で
、
神
日
明
神
祭
で

も
、
そ
の
後
は
し
ん
が
り
に
な
っ
た
ん
だ
ね
、
氏
子
の

ＩＩＩ
車
が
江
戸
城
内
で
ご
上
覧
に
あ
づ
か
つ
て
か
ら
方
々

の
町
内
を
巡
行
す
る
。
宮
御
興
だ
け
は
別
の
ル
ー
ト
を

通
っ
て
お
旅
所
に
お
渡
り
に
な
っ
て
い
た
。

（ク
マ
公
）
お
旅
所
っ
て
何
で
し
た
つ
け
―
．

（隠
居
）
現
在
で
は
山
王
様
で
も
明
神
様
で
も
、
神
幸

祭
は
、
日
帰
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
戦
後
で
も

ご
一
泊
を
、
氏
子
範
囲
の
ど
こ
か
適
当
な
と
こ
ろ
で
す

ご
さ
れ
て
い
た
。
山
王
様
の
場
合
は
、
茅
場
町
に
あ

る
撮
社
の
中
に
御
旅
所
を
設
け
て
駐
輿
さ
れ
て
い
た
。

明
神
様
の
場
合
は
、
矢
の
倉
に
あ
る
お
不
動
様
の
わ

き
に
お
旅
所
を
こ
し
ら
え
て
一
泊
さ
れ
て
い
た
．

（ハ
チ
公
）
普
の
根
津
権
現
祭
の
と
き
は
、
ど
こ
に

お
旅
所
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
…
。

（隠
３

お
ま
え
た
ち
四
日
市
て
え
の
を
知
っ
て
る

か
い
。

穴

チ
）
え
え
、
吉
〓
浅
喜
墜
Ｅ
枢
２

一王
円
に
大

提
灯
が
あ
っ
て
、
た
し
か
小
舟
町
と
四
日
市
と
書
い

て
あ
っ
た
よ
。

（ク
マ
公
）
そ
ら
′だ
、
今
は
小
舟
町
だ
け
で
、
あ
れ

一
つ
で
三
百
万
円
も
か
か
る
っ
て
ェ
か
ら
大
し
た
も

ん
で
す
ね
。

（隠
こ

そ
の
四
日
市
は
、
現
在
の
江
戸
橋
の
た
も

と
で
、
西
川
と
の
間
の
日
本
橋
川
に
沿
つ
た
墓
内
に

長
い
町
で
、
関
東
大
震
災
ま
で
は
、
塩
物
店
と
い
っ

て
乾
物
商
の
仲
買
人
が
多
く
い
た
と
こ
ろ
だ
。

大
祭
Ｌ
い
う
の
は
、
氏
子
が
氏
神
様
を
お
招
き
じ

て
、
氏
子
町
内
を
隈
な
く
旅
し
て
い
た
だ
き
、
福
を

授
け
、
災
を
除
い
て
頂
く
様
に
神
様
に
お
祈
り
す
る

こ
と
で
、
本
来
的
に
は
ち
や
ん
と
旅
を
し
て
頂
く
と

い
う
か
た
ち
を
と
る
ん
だ
よ
。

日
　
山
卓
の
一
番
と
二
番
と
は
生生
纂
た
っ
た
。

（
ハ
チ
）
天
下
祭
の
山
車
の
巡
行
は
第

一
番
と
第
二

番
が
き
ま
つ
て
る
っ
て
い
い
ま
す
け
ど
…
。

（隠
居
）
そ
う
だ
、
大
昔
は
、
大
祭
の
当
日
は
、
競

走
し
て
山
車
を
ひ
い
た
の
で
、
そ
の
と
き
最
初
を
駆

け
て
い
た
南
伝
馬
町
の
吹
貫
の
猿
の
山
車
が
、
く
わ

え
て
い
た
御
幣
を
落
と
し
た
ん
で
そ
の
す
き
に
、
二

番
目
の
大
伝
馬
町
の
諌
鼓
鶏

（か
ん
こ
と
り
）
が
先

を
越
し
て
し
ま
つ
た
の
で
、
以
来
第

一
番
は
大
伝
馬

町
、
二
番
は
南
伝
馬
町
と
な
っ
ち
ゃ
っ
た
と
聞
い
て

ま
す
が
，
。

（隠
居
）
で
も
、
二
代
将
軍
秀
忠
が
大
伝
馬
町
の
鶏

の
山
車
を
見
て

「諌
鼓
苔
ぶ̈
つ
し
て
鶏
驚
か
ず
と
い

う
こ
と
が
あ
る
。
鶏
は
太
平
の
世
を
祝
う
も
の
だ
か

ら
、
こ
の
山
車
を
以
て
末
代
ま
で
第

一
番
に
せ

よ
。
」
と
上
意
が
あ
つ
た
と
も
言
わ
れ
て
る
ん
だ
よ
。

山
王
様
で
も
明
神
様
で
も
そ
う
だ
が
、
根
津
権
現
様

で
も
第

一
番
は
大
伝
馬
町
の
諌
鼓
鶏
、
第
二
番
は
南

伝
馬
町
の
吹
貫
の
猿
だ
つ
た
。
だ
が
、
根
津
権
現
祭

の
と
き
は
、
鶏
は
真
黒
、
猿
は
里
Ｔ烏
暉
十
に
自
紙
の

幣
を
持
つ
こ
と
が
、
山
王
、
明
神
祭
と
は
異
つ
て
い

た
と
い
う
。

大
伝
馬
町
は
旧
東
＝
街̈
道
の
、
南
伝
馬
町
は
、
旧

東
海
道
の
伝
馬
の
一
切
を
と
り
仕
切
っ
て
い
た
、
家

康
以
前
か
ら
の
江
戸
の
先
住
民
で
、
江
戸
の
中
で
は



一
日
も
二
日
も
置
か
れ
て
い
た
実
力
派
の
町
人
だ

つ

た
．
御
本
社
の
官
御
輿
の
警
日
も
両
伝
馬
町
か
ら
人
足
を

出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
つ
て
い
る
．
こ
の
両
町
と

小
舟
町

（小
伝
馬
町
の
後
を

つ
ぐ
）
と
が
い
わ
ゆ
る

「か
つ
ち
よ
い
い
町
」
だ
つ
た
の
だ
よ
．

「
町
△
石
長
就
任

の
ご
栓
検
ど町
会
長
　
一二
宅
英
三

今
回
、
永
年
町
会
一■
動
に
壼
力
さ
れ
た
、
小
林
町
会

長
は
じ
め
猪
熊
さ
ん
、
川
西
さ
ん
が
勇
退
さ
れ
ま
し

た
．
執
行
部
の
み
な
さ
ん
の
多
年
に
わ
た
る
ご
苦
労
に
は

心
か
ら
御
礼
中
し
上
げ
た
い
と
存
し
ま
す
．

さ
て
、
そ
の
後
を
私
の
様
な
未
熟
者
が
、
突
然
お

受
け
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
橋
本
さ
ん
は
じ
め

大
勢
の
皆
さ
ん
が
力
を
お
貸
し
下
さ
る
と
の
事
で
、

浅
学
非
才
を
か
へ
０
み
ず
ウ
カ
ウ
カ
と
デ
シ
ヤ
バ
ル

事
と
成
り
ま
し
た
，
町
会
の
小
使
い
さ
ん
と
し
て
努

力
す
る
つ
も
り
で
居
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
力

添
え
の
程
お
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
．

未
だ
二
ヶ
月
程
の
少
な
い
経
験
で
感
じ
た
事
は
、
役

所
関
係
の
お
つ
き
合
い
が
殆
ど
だ
と
云
ふ
事
で
、
町

内
会
が
役
所
の
末
端
機
関
と
同
様
だ
か
ら
、
当
然
と

云
へ
ば
当
然
で
し
よ
う
が
、
そ
の
う
ち
、
も
う
少
し

町
会
自
身
の
自
主
的
な
活
動
が
、
出
来
る
様
に
成
れ

ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
．

「総
務
を
担
当

し
て
」

総
務
部
長
　
橋
本
明
昭

水
年
に
亘
り
総
務
を
担
当
し
て
来
ら
れ
た
猪
熊
さ
ん

が
三
月
で
辞
め
ら
れ
、
そ
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
総
会

を
迎
え
ま
し
た
．
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
私
の
知
る

限
り
で
は
、
故
倉
田
会
長
か
ら
歴
代
の
町
会
長
時
代

の
小
林
総
務
さ
ん
と
、
小
林
会
長
さ
ん
の
時
の
猪
罷
小

総
務
さ
ん
と
、
実
に
長
い
間
の
御
二
人
の
ご
苦
労
の

結
果
が
今
日
の
レ
ー
ル
を
敷
い
て
来
ら
れ
た
の
だ
と

思
い
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
此
れ

か
ら
は
益
々
自
治
体
の
活
動
が
強
く
望
ま
れ
る
事
と

思
い
ま
す
が
、
隣
接
す
る
各
町
会
の
中
で
も
南
、
中
、

北
部
と
広
い
地
域
で
の
活
動
は
や
や
も
す
る
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
欠
く
恐
れ
が
生
じ
る
場
合
が
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
そ
の
様
な
事
の
な
い
様
に
会

員
の
皆
様
と
の
一
層
の
交
流
を
図
り
、
特
に
部
長
会

議
等
の
定
例
化
を
提
案
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
居

り
ま
す
。
此
れ
か
ら
も

´
段
と
町
会
事
業
を
サ
ボ
ー

ト
し
て
参
る
所
布
で
す
が
、
町
会
員
の
皆
様
方
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
・

３
／
，

蓬
莱
だ
よ
り
第
７
号
、
３
／
２
０
付
本
日
連

絡
員
宅
に
配
布
し
ま
し
た
．

３
／
る

駒
本
小
学
校
卒
業
式
、
町
会
出
席

４
／
１
地
域
役
員
の
一
部
交
代
に
つ
い
て

平
成
９
年
４
月
１
日
付

南
部
‥
旧
　
原
　
様
　
↓
　
新
　
刀
弥
　
様

中
部
…
旧
　
猪
熊
様
　
―
　
新
　
露
久
保
様

北
部
―
ＩＨ
　
吉
口
様
　
↓
　
新
　
日
色
　
様

北
部
‥
旧
　
山
田
様
　
↓
　
新
　
本
城
　
様

４
／
７
駒
本
小
学
校
、
入
学
式
、
町
会
出
席

４
／
８

区
報

（１
０
日
号
）
配
布

４
／
１６

つ
つ
じ
祭
り
開
苑
式
１
０
時
間
会
、
総
務
部

員
は
９
時
集
合

（参
加
者
‥
池
田
、
小
川
、

坂
本
、
橋
本
、
冨
永
、
各
さ

４
／
２‐
向
丘
地
区
町
会
連
合
総
会
、
向
上
出
張
所
２

Ｆ
会
議
室
に
て
、
三
宅
町
会
長
出
席
．

４
／
７

区
報

（２
５
日
号
）
配
布
．

４
／
３

つ
つ
じ
祭
■
観
し
よ
く
会
、
開
会
１
１
時
本

仕
役
員
集
合
９
時
３
０
分

（参
加
者
‥
池
日
、

小
川
、
橋
本
、
各
氏
）

４
／
”

つ
つ
し
整
↑
り
境
内
警
備
担
当
日
、
一土
前
１
０

時

―
午
後
４
時
ま
で

（警
備
従
事
者
‥
小
川
、

堀
江
、
坂
本
、
橋
本
、
各
氏
）

５
／
８

本
郷
清
掃
事
業
協
力
会
、
有
料
会
員
表
彰
の

町
会
推
薦
に
つ
い
て
、
本
日
、
協
力
会
あ
て

推
一薦
書
を
送
付
し
ま
し
た
．
（当
町
会
２
名
）

５
／
８

区
報
、
各
役
員
宅
へ
配
布
。

５
／
２

日
本
社
慧

ケ
笠
、
本
日
、
区
向
丘
出
張
所
へ

納
金
　
Ｙ
２
０
１
、
７
０
０
円

平
成
九
年
二
月
中
旬
か
ら
平
成
九
年
六
月
下
旬
ま
で

３
／
１２
　
平
成
８
年
庁
、^
文
京
区
功
労
賞

（地
域
振

興
）
竹
中

一
馬
氏
受
賞
さ
れ
る
。

３
／
３
　
つ
つ
じ
祭
り
協
賛
金
の
集
金
、
小
川
様
お
一

人
で
お
骨
折
し
壺
ぎ
有
り
難
う
御
座
い
ま
す



５
／
％
　
日
赤
社
資
一券
笠
お
礼
文
を
各
掲
示
板
へ
掲
出

５
／
″
　
区
報
、
各
役
員
宅
へ
配
布
。

６
／
‘
　
為倫
嗣
総
会
　
於

「か
ね
こ
」

４
／
２‐
　
本
郷
防
火
協
会
、
消
防
署
長
歓
送
迎
会
、

生
会
館
に
於
い
て
、
三
宅
町
会
長
出
席

３
／
％
　
駒
込
交

理̈
ズ
全
協
会
、
理
事
会
開
催
、

議
題
‥
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
つ
い
て

４
／
６
　
１
５
日
ま
で
１
０
日
間
、
春
の
交
通
安
全
運

動
に
つ
い
て
１
５
日
ま
で
１
０
日
間
、
春
の

一冬
理
ズ
〈
圭
運
動
旬
間
、
交
通
部
、
婦
人
部
、

友
の
会
会
員
の
皆
様
に
は
連
日
、
街
頭
で
の

安
全
指
導
に
出
て
戴
〓
ご
苦
労
様
で
す
．

５
／
２
　
駒
込
交
一理
ス
全
協
会
総
会
、
弥
生
会
館
に
て

午
後
４
時
３
０
分
ヽ
石
―――
交
通
部
長
出
席

☆
小
林
前
町
会
長
、
交
通
安
全
脇
会
表
彰
を

受́
賞
さ
れ
ま
し
た
。

同
躙
問
回

３
／
ｍ
　
蓬
来
た
よ
り
第
四
十
七
号
発
行
配
布

３
／
末
　
町
会
よ
り
本
年
度
小
学
校

へ
入
学
し
た
児
童

に
祝
い
品
を
贈
呈
、
該
当
者
６
名

同
―
人
‐
日
四

４
／
２‐
　
っ
っ
じ
祭
り
＝
酒
茶
屋
、
奉
仕̈
担
当
日
、
集

合
８
時
３
０
分
園
店
１
０
時
ヽ
４
時
半

参
加
者
‥
婦
人
部
全
員
、
役
員
は
小
川
、
石

川
、
橋
本
、
倉
日
、
各
氏
が
奉
仕
す
る
。

同
悧
日
四

４
／
Ｂ

防
犯
ニ
ュ
ー
ス
Ｎ
０
１
０
、
１
１
号
配
布

５
／
１２

防
犯
ニ
ュ
ー
ス
Ｎ
０
１
５
号
配
布

５
／
ｍ
一
駒
込
防
犯
協
会
総
会
、
駒
一冷
彗
祭
署
講
堂
に

て
午
後
７
時
ヽ
阪
本
防
犯
部
長
出
席

扁
日
曰

当
町
会
の
方
本
年
二
月
か

ヱヽ
ハ
月
ま
で
に
ご
逝
去
な

さ
れ
た
方
の
お
名
前
は
左
記
の
通
■
で
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
エ
ス
悼
の
意
を
表
し
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。記

渡
燿
伸
夫
様

去
る
六
月
十
四
日
に
開
か
れ
た
定
期
総
会
で
小
林
青

吉
氏
に
代
わ
っ
て
三
宅
英
三
氏
が
新
会
長
に
選
出
さ

れ
、
従
っ
て
総
務
部
長
は
じ
め
気
鋭
の
方
々
が
町
会

運
営
に
当
た
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
時
流
に
合
っ

た
リ
ー
ド
が
期
待
さ
れ
ま
す
．
従
っ
て
編
集
委
員
も

蛮
史
が
あ
り
ま
し
た
。

編
塁
３
貝

三
宅
英
三
　
竹
中
俊
之
　
常
岡
　
裕

倉
日
幸

一　
池
回
　
暉

弥
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電 気 t ,3 22, 瞥 r贅 月

総
=部
■

` 100
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鮨生部贅 ,
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“
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